
ヒマ蚕蛾の誘引物質分泌の週期性に
関する研究（第5報）

誘引腺の誘引物質分泌に対する明及び暗の作用*

竹田寛**
Hiroshi TAKEDA : Studies on the Periodical Secretion of the Alluring Substance 

of the Eri-Silkworm Moth, (Philosamia cynthia ricini BOISD)

5. Effect of Light and Darkness on the Secretion of the 

Alluring Substance in the Alluring Gland

　　　　　　　　　　　　　　　　（ig53！tF．9月1S仁「受ii］聖iD

　ヒマ強蛾セづ；瞬伏態で．kYEんに雄蟻な誘引するが，明状態　　　宮に負うところが多く，併せりご慧謝の意を表寸る。

に於ては殆んど雄蛾を1｛秀引・li一ジ（竹田（1・2）1950～5D

　1また，ヒマ寮「聯蛾｝：1；触肢を除去すると誘引物質分・泌の　　　　　　　　　　　　　材’料とi翼験方法

遡饗…が変化し瑚購こ於ても1鰍態と磯：二・職　1，材：1・likl：19S1；trl　7　」il～9ノ」を嫡礪…鉢於て鯖し

を謝謁（竹田‘3’ユ952）・飯ミし・糊賄鰍いコ鰯　ノ晶旺癌。

勤齢泌の遡隙変’1圏しない（擁1（4’S953）．こ～・　2朋講は，1・・Wの麟で｝　｛肌，廠・。・…と

螺に関しては既に報告した。　　　　　　　　　　　　なるようにし，階状態敵，i噛織戯∫に懲い布で旬んで瞳

楓制鰍鰍於嚇ん闘盤馳酬している囎茂　無（flama　o　L。。）とした・

を朋購嘆え醐合必磁脇引腺闘して鞠　3，靴した雌蛾を蔽醐構に，それぞオ、24醐
が謝されなくなる蓬腰す棚状態嚇間，即ち雌　おいた敵と，i暗圏勲聯剛に，朧霊敵繊
蛾の誘洲腋脳が鰯助凋三で腰する欄・－Sti．購に，そ才1それ，紛，塒聞，2醐，嚇聞お、、

た・明状鰹殆んど撒嬬引しな嚇馳鰍鰍変　た後に’堆吻誘粥剛す灘蛾嚇猷欄べた。

え醐合雌蛾灘馳誘粥るよう｝こ嫡迄に必勲　 ‘1．磁の誘撒の分泌する謝物質闘する職の
騰即ち雌脚謝物質分泌が盛ん賄わ滴よう　mPC〈tx，私が前から門・つて・・る濤鰍灘よつて行つた。

に嫡海畷する購調して轍を行つた・　　毘防，聯の謝田」ilを切断して乳鞭腰翫疎で轍

決た声畷雌馳轍醐状幽・お㌔轍に酬泉　レその㈱液な1麟恥つ嚇蛾に近搬しめて反
を＝L　paテル抽出して翫謝1物懸こρいてドミツクマソ　応の撫観舗ぺた。

のxぺ外岬オトメーターで吸収IHI徽齪し編　　5，鰹繍噛瀞螂頭について徹・，耀戯一側初誘

これらの結剰こつい磯告する・　　　　　9i腺｝割しては，職10馳供試・した。
本研勉融・勤・燃獣・翻導醐つた耀　爽験kS，　1951．“・S月と9．J・J、｝。於・，2職胤た。

鞭蒲蝦蟷牡並凶・蒲ぐ大学鞭糊久雄酬・に・　6，実験1よ，20～21・C，72～73％の温澱の室で終
有益なる助言を賜つた本学教授八木誠政博土・奨験に助　　始実施した。

力され’「・・EIIIFFT．u－行氏1こ対して謹んで闘の意徹する・　7誘引物質哩収由㈱腱は蒲（蝉農弊区の’．…Y

また・スペクトロフオトメークーによる爽験臓策大農学　　　クスマソのスペクトロフオトメーターによつて行つた。

継欝教罫醐留学中に行つたもので・韻醸教　謝膿㌃㈱膿・一テ・抽出してそ靴ものであ

　＊本文の突験1．2は日本蟹糸単会r”部支部，第3回研　　　り，1二れを石油エーテnで溶解し，石’油工一テルを女寸照

　　究畿衰会（1951）実験3は日本応用昆虫学会，応用　　　として吸収曲線な測定した。

　鋤物学会合同大会に於て発簑（1953）
　＊＊償州大学繊維学部，　養獲学，　蟄i体解・剖生理学研究　　　　　　　　　　　　　睾起　験　　結　　果
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　1，暗状態の雌蛾ま明状態に変えた場合の明の時間　　考えられる。

と誘引物質5｝泌活動　　　　　　　　　　　　　　　明・1時闇後に於て鵬＾セく1叉応を承さない雄1戦ヵ悌

此鰍瀦状幽こおくと職、に雄蛾禰引する。こ醐…　くなり・謝隙の謝【物’醗泌が微弱に脳ことカ｛’オ’・か

蛾を明に変えた場合に，漸次，繍引腺の分泌活鯉が嚢え　　つた。

雄勲誘引しなくなる。然’t、，証繊を明・購においたiS　・明・2㈱と塒聞1麹’於ては朔，塒間胤署麗

創こ，雄馳ミ殆んど誘引さ牙嘱な鵬にどのf立醐1辱　に酬腺の謝1糠望分泌が抑止されて極めて鰯三とな

闘が必要で励か棚らかにつ一る櫛に畝の蹴捕　予）・ロ繊の捌i脚衡Lて殆んど反馳示さないこ～・が

つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わカつた。

　即ち，雌蛾を｝唱状熊に2411f聞おいた醐後と，　ili獄態に　　　以．　tiの結｛．｝こよれぼ・雌蛾誘’1腺の勝引物蟹分泌噺

2嚇間瓢・酬　蛾を除二変えて，30分，塒間，211襯r明に・1；　wr）て・2帥分泌カミ抑1k計Lるものし砺ることズ晒

3時闘湘いた後の誘引腺に対づ；b雄蛾の反応に・二）㌔・て澗　　かる。「而1』して・その分泌な抑止す為に必要な開の時間

べた。その結果は，獺熱こカ｛rしたとおり・磯る。　　｝測鮫20〔｝LU媛2～3　欄駈で繍ことカ：わかっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

第襯撒欝隙齢こ @2麟騰講欝た場繍の輔
11951年朗畷ける鰍糊も・ @　　聯糊状敷おくと殆ん脳髭勲誘肌なく㈱。

論謬験㌦状態明i醐211無備　彬　明繊脇、、醐蛾備燃。数沃蝋、，，瀦嬬
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　　　o・810・4，様縣論の　験を径つた・

’2　1951年9月に於ける実験結果　　　　　　　　　　　　　、　．

麺謹鞭鯉糧耀塾・跨鞭によれば親蜘・く・ロ・幣於欄・・

　100

　300

、．500

　700
1，000

9．引4．010．80．4

…1…1…1・・4
68．81　4・・0　　0・4｝　0．4

8．3i4，。0．2io．2
…｝・・…　16・・

O・4

0．2

0。2

0、2

0・0

’　　である。

一一一… @　　誘引腺に対して’，雄蛾は殆んど誘引ごれなかつた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oc，1，この結果は，箭に報皆（竹田（1・2・3）1950～52）してある　　　　／。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り1・
結果と同様である。即ち，雌蛾誘引1腺の誘引ll勿騎分泌は　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　．

棚めて｛鰯で，殆んど行われyCV、ないことに癌。　　「　　　　　　．，＝朧

　｝欠に，明状態においた雌聾戦を，階状態に変え．た場合｝こ　　　　n”’4

於ける，階の時閥と誘引1腺の誘引物惚分泌との関係につ

～・て，誘引腺に対する雄蛾の平均叉応数によレニ）て，その

分泌活動を見ると；次の如くであつた。　　　　　　　　　　　L’°：

　賭，30分後に於ける雄蛾のΣ四勾反応数は，明画二後と殆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hんど変りがなく，大部分の雄蛾は反応を示さなか・つた。　　　　　　＼

1凝耀逡：誘裂魏：槻瓦1警撒奪こ：蒙縄1　・　又…一・一一㌧、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9、馬鴨
がわかつたo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔”騨齢餉

　暗，　1時閲i受に於；ナる誘」【腺に対するftii甦“Jkのコ・ド均反応

獄融に釈なり恥どゴく糊曜蜘脚韓ラ鈎すよ　　”“°　3b°　’’”コu°　a°°　a？°　a“u”4山1”脚凱

　うにな・つた。このこと厭，購に雌蛾な1時間おくことに

・つて・酬鋤泌畑・行・・脚・働魔・’第�m鰯隷ト牌欄る暗酬
を示すものである。

y二に繭。雌鞭211撒び瑚1鵬、iz、驕の融　艮剛垂勲謝け礁構の謝物翫・44瞬紳
繊覗ると，殆んど焔づ｝磁聯鵬騨凍。　心とし瑚勉轍il鰍力：勘ら脚糠鵜酬
お1・こ』鰹製號撒欝糀㌫璽謂蹴；鞭灘票望贈場合に｝㍑の吸収極棚

．、状態の雌蛾癌極めて盛んに誘引物鷺な分泌するように　　　　　　　　　　　　　考　　察

雛とカIわかつた・、　　　ご、　・・蚕験・轍盤で謝繍翻控ん紛泌。調購

・藤蕪灘鰻1禦1驚径難欝撚鞍灘麟霧1
分泌撚ん賄mめ燃1捌こ雌瀟酬隔2～　μ唯蛾謝脚謝㈱分泌を鋼、し，輪初分泌
3燗肚であることカ：hかつ；！・・　　　を盛んにす・服礪崩措；に関す。轍㈱三っ、、て

　3・明及び暗状態に於ける物誘引質の吸η舳線　　考察する。

　上の実験1及び2の結果によつて，誘引腺の誘引物質　　　誘引腺の分泌が盛んに1予われている雌餓を，朋に変え

，分泌を抑Lヒし，或臨その分泌を盛んにする明及び噛の　　その分泌を抑止するために必要な明の時閻は，明（照庭

時聞は，何れも2～3時間以上であることがわかつたの　　　200Lux）に1蒔間お、・ただけで，その分泌は微弱とな

1で，雄蛾を明及び暗に40寺間おいた後に，誘引腺を切断　　　る。然し，その分泌活動を抑止して極めて微弱とするた

してm一テル抽出節つて得た謝1物質について・ベツ　めには・雌蛾を明に2～3雄鋼以ヒおくζと⇒泌要で：ts

クマソのスペクトロフオトメーターeによつて，吸収曲線　　　ると考える。

を測定した結果ばi奮1図に示した如くであつた。　　　　　、褒た，誘引腺の分泌が，明によつて抑止されている雌

　勿論，明状態に4峙聞おいノこ誘引腺を抽出して偲た誘　　蛾を瞳に変え，その分泌を盛んに行わしめるために必要

引物質は・雄蛾を誘引しなIJ・つたし，また・暗状態に4　　なITtlの時間は，暗1時聞でも，その分泌は盛んに行われ

峙間おいた誘列腺から抽出して得た誘引物質は，雄蛾を　　　るようになる。然し，その分泌を極めで盛んに行わしめ

盛んに誘引した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るためには，2～3；4吉・間以上，雌蛾を噛におくことが必

　第1図によつて明らかな如く，暗氏態に於ける誘引物　　　要であると考える。

質は波長44072’μに明らかな吸収極火が見られた。鰍ミし，　　　爾，誘引腺の誘引物質分泌活動が，明及ひ暗によつて

明状態の誘引物質にはこの吸収極大は見られなかつた。　　変fヒし，雄蛾を誘引しなくなつたり，或は，盛んに議引
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するようになるのは，明によつて，誘引腺にある誘引物　　ることが1．lik，；1〈・ると毒えられ為b

質が消集1ノてしまうのであるか，域｝よ，誘引物質は消失　　　　爾，今圃行レ：）た誘引腺の分泌に刻する朔及℃ア1晒の作用

するものではなく・雄蛾を謝rt，オ・：いような形に変佃．，　時間と吸」｛畑柳二の関係に’：）Xt・て園1同脚鹸申である。

ているものであるか鱒二のことに関してltl；，駆に研・先な進

めなけ繊ならな、、。　　　　　　　　　　　摘　要
　然し・比較的短時間a）　IY扱ひ鴨の刺戟によつ・1ご，剛1　　ヒマ強蝦膿の誘引物観分泌臨明状態に二t、；L・℃抑ll．せ

JI泉が雄蛾を読i引するようになったり，誘引しX」：　，：なった　　　られ，　i麿状態に於て，その分泌は盛んになる。今働，明

りすることから推察して，おそらく，誘引腺にある誘引　　状態に於て誘引物蟹の分泌が抑jl二されている雌蛾な，分

物質は明及び購の刺鱒こよつて・急に消央した賊は一一　泌力燃んに肺れる噛耳燃に変え灘胎，誕に蕨、倍

度消失した竜のがまた再び新しく形成されたりするもの　　状熊に於℃誘引物慰の分泌が購んに符われているll雌1｛蛾な

b蕎はなく，誘引腺のなかに何卑｝；かの形で存夜しそれが比　　明状態に焚えた場脅に於て，駆引物盟の分泌が盛んとな

鮫的容易に誘引するようにも又，誘引Lないよう｝こも，　　　つたり，Sl　fc　，その分泌が抑止され照りづ一るま℃に要ナ

変．り偲るものではないかと考えられる。　　　　　　　　　る懸間に関する鍵験を行い次の結隈を鴛たQ

　即ち・盛んに雄蛾を誘引していた晒状態における口lll職　　　　1　雌蛾咳ご暗状態に24特聞おぎ，そのi餅菱と，雌蛾逢

の謝1物質も，地鮫l／l勺短肩寺間の明の繊によつて鮮蹴f　明状態（200Lux）に変えて，3Q分，1　欄，21騨】「随

誘引しない形に変化し，雪iた，比較的短時間の噛の刺戟　　　び3tl寺間後の誘引物質の分泌について、碧1省べた結投，階状

勧逸ることにより，雄蛾を誘弓1するようt’：形に変化し　態に於て誘引物1醐を盛んに分泌してL・酬職臨1鰍態

得るものてあろうと考えられる。　　　　　　　　　　　　に2～31博田曾δくことにょって，その分泌陰抑Lトさオ1，

　以上要するに・誘引腺の誘引物質分濯に対ナる関及び　　　殆んど雄蛾を誘引しなくなる。

暗のf1伽・謝腺の分泌こ対して蹴・そ嚇必翻　2灘律騨鰍2・・LU・）に2螺｝1髄・そ磯
止すると仮定すれぼ，雌蛾を暗におくことによつて，そ　　後と，雌蛾を購に変えて，30分，i瞳聞，2時聞及び3

の抑制が解かれ，誘引物質の分泌を開始するものと解釈　　時聞後の誘引物留の分泌活動を雄蛾の誘引によつて調べ

される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。その結果，明状態に於て殆んど誘引物戦を分泌しな

　誘引腺の誘引物質分泌と光の波長との関係及び温湿慶　　かつた雌蛾も，階状態に2～3時間おくことによつて，

と誘引物質分泌活鋤の週期性との関係埠に・ついて除，廻　　その分泌は極めで盛んとなり，雄蛾を盛んに誘引するよ

に，実験な重ねて発表する予定であるo　　　　　層　・　　　うになるo

　次に・明及び暗拠撫ご於ける誘引物質の吸双曲線を測　　　　3　以上の結果により，明状態によつて誘引物質の分

定した結果については，暗状熊に方ミける雌蛾の誘引腺か　　泌力£抑止され，階状継によつて，その分泌が盛んに行わ

ら抽出して得た誘引物貿・即ち，雄蛾な盛んに誘引する　　れる宏でに要する時聞は，ともに，2～3時間であると

誘引物質ぽ，波鍵4ヰ07ημを中・心・として明らかな吸収極　　考えられる。

大が認められるが・明状態に於ける雌蛾の誘引腺から抽　　　4　雌蛾を明及び暗状態に召時間おき，その誘引腺を

出して翫捌膿，即ち雌馳謝1しなかつた嫌　、籍テ・舳上肌噛旙引欄につ、、てド，ツ。．“ソの

のそれに臨・この吸収極大が認められなかつた。また，　　・スペクト両フォトメー．　」コ　．一にょって吸収曲繊を測定し

前に糖（舳（as）1953）した，雄馳謝ける場含の　た。その結果，雄馳謝1する　鰍態の謝1鞭｝磨；，波

謝1物質を，光分解・醐」日光具蔵射・熱処理等によつて　N・t・iOrnp　pこ明らか蝦収鰍が見られソこ，。然し，雄蛾

雄蛾が誘引されないようになつた場合に於ても44脚　を誘弓比ない明状態の謝1物質には440m；tt　Vこ撚極大

に蒐ら才した吸収極大が認められなくなることから考え　　　は認められなかつた。このことから，誘引物質の殴収曲

て，誘引物質が440，〃μに吸ll又極大を示す場合に臨そ　　繊を測定することによつて，雄鰍を使用しなくと4，誘引

の顯離馳謝する状幽こあり・吸収鰍を示さな　物質の分泌醐を知ることが出来ると考え嚇1る。

い場脅には，雄蛾を誘引しない状態にあると潟える。

　従つて，誘引物質の吸収曲線を測定することによつ・　　　　　　　　引　用　文　献

て，誘引腺の誘引物質分泌ヵ宝盛んに行われているか否か　　（1｝、竹田寛：昆虫　18，⑥（1950）

・について糠，雄蛾を使用しなくてもその分泌の有無を知　　（3）一・　：儒州大学繊靴蝉部τ現：究層芝告　（1｝（1951）
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〔3）一一ff－・岡上　　．：　’．．．．（a）、（1952）．．m・sd脚・b1・q£・・ll・・i・g　th・m・i・m°th・

14）一・・一一　：応用動物学雑離　18，（3・4）（1953）　　　　　　　2，　The面thbr　cxami筑｛，‘1　thc　s¢crctory　activi－

15）　1日本応∫覗虫学余’沁～脚物学紳隙会．、t，y吻ユ1・・i・9・“b8…g・f・。mth・・11・…m・旗t

　　　　　　　　　　購演要冒（1953）　　　　　　　　　　　　　　of　thc　male　moth　lmmcdiatcly　aftミ3r　the　female

〔G）　一一　　：口対く蟹糸瑞娼イli結　　22，（3）（1953）　　　　　　　　　．　mO監h　had　b舜en　ICti｝pt　ln　the　light　of　20〔｝Lux　for

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24　hours，　and　30　nli11．，　1　hour，　2　h｛〕urs　and　3

　　　　　　　　　　　　　　　　S・mma「y　　、　　　h。。，s、1ft。，，h。　f．副。　h。d　b。。、Un。。，，d　f，。m

　　Th闘・c・・ti。n。f・11m・i鳳い・b・t・m6・。f　th・．th・1iμht・t・じ・，t。　th・d・・k　st・t・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1£・i－S三lkw・rin　（Philosantia　c」．，・〃tit・ricilめf・副・　　Wh感n　the　f・m・1・’m・th　wl・。s・s・・醐。n・f

n／ioth　ilg　SUppressにd　irL　the　light　state　but　is　act←　　　　allgrin．9　substance　has　bcen　nliiic：st　stQppc｝d　in

v廠din　th。　dark　stat¢・　　　　　　．　　th。　light　stI【t・｝is　kept　i11　the　dIlrk　f。r　2　t・3

　　1n　ca．榊　tllat　the　fenialc　moth　svhose　secま・し｝tiQn　　　　hours，　it8　sccretion　is　vlgorously　activt‘t¢d，　and

of　itlluring　substa凪c“hIls　been　sul：　pressLid　i！1　the　　　thus　cQm巳s　t⑪rt11ure　the　male　moth　stroロ郎y．

11ght　state　is　tr三．tnsferred　to　the　d蹴’k　state　ill　　　　　3，　From　the　abovoゴit　is　conclucted　thttt　the

wllich　thc　secr（｝tion　is　aGti章at“d　and農1so・ia　caso　　　・tinle　to　b已　i’Ctquirtid’tQ　stop　the　secetrion　by　the

that　thc　fema正豊　m（，th　whoso　secru　tioh　of　a1－　　　1三騨ht　st鍾to　oti　tdL．actSvate　the　secretion　by　the

　luring　substunce　hぞis　been　acti、｝｛‘ted　in　thc　dark　　　　　dark　sta亡e　is　2　to　3　hau　t’s　lik“w三s“，

stat6　isしransferred　to　the　light．state．in　w｝iich　　　．　　4．　Co皿cerni叫とthc　alluring　substanc“obtaincd

　th¢secretion　hard星y　takcs　Place，　tihe　timc　to　　　　froln　ethet　extradtion　of　thc　alluring　gland　of

　start　sccreti豆g　the　alluring　substanee　and　the　　　　　tho　feTiiale　mot1L．　that　had　been　kept　i：1　the

tinl。　t。　be　required　t。　st。p　the　s・・ct’e’ti・n　wcre　　Iight・r　th¢dark　fot　4　haurs，　th。　authar　ob－

，。xnmined　in・this・xp。面e獄tド　　．　　　’tai鳳ed互t・直b…bti・瓜cu・v・s　measu・ed　by　means

　　The　fo11。wing　r¢sults“・e1’Li。bmined，　　　　’・of　Beckmans　spectr。　Ph。t。　meterゲ

　　1，Thc　author　exam三nec1　the　s¢cretio箕of　　’1れt1、ese　cu凶es，　th¢alluving　substanc。　that

aUuring　suhstance　immod重at¢ly　afヒer　the　female　　　allure’s　the　male　inoth　hl　th¢dark　state　gaVe

moth　had　bec範kゆt　i黛the　dar　lg　f⑪r　24．h。urs，鋤d　　abs。rpti。n　maximum　at　a　wav明eぬgth。f　440

　301n量n．，　1　hour，　2　hou；’s，　and　3．hours　afte頭　th¢　　　　　，’～μ，　　but　the　a！hユゴ量hg　substance　that　（｛oes　not

　fomale　had　boo臓moved　from　thc　dark　sヒa聾e　to　　　　aliure　the　male　moth　in　tho　1三鐸ht　stat¢did魚ot

thc　light郎ate　Qf　200　Lux．　　　．　　　　　　　　　giv¢absorption　maximum　at　a　wave　icngth　of

　　Whe且the　f¢mal¢mQth　whosごs6cretlon。f　a1－　　440，’：Fゼ

1u1・是n幽＄t耳bst象mc¢1、as、　b畔e諏acし晃y獣e4ia　the　d段rk　　　．　（Laboratory　of　Silkworm　Anatomy鋤d　Physi－

1・stttte　is　k¢pt．三n　仁he　light／state　for　2　to　3　haurs　　　　．・ology，　FacuIty　of・「rextile　and　Sericulture，　Shinr

its　sccretion　is　sppressed，　and出us　becomes　aレ　　　shu　Univ¢rsiにy）


